
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  おわりに 
 



 

 

      おおわわりりにに  

 

本資料では、環境影響評価の技術支援を目指して、これまでの国が直轄事業と

して実施した全国の道路事業の実績を踏まえ、環境保全のための取り組みに関す

る技術情報と参考となる事例を紹介した。現在の科学においても、動植物の生態

や、生態系の構造と機能、及びこれらに人為的改変が及ぼす影響の詳細について

の理解は、必ずしも十分ではない。一方、調査技術などのテクノロジーは日進月

歩の発展を続けている。今後も環境保全措置等の効果向上・効率化にむけた技術

開発、知見の蓄積が進むものと考えられる。今後、本資料をもとにして、より一

層の効果的・効率的な環境保全のための取り組みが行われることを期待したい。 

 

また、現在、道路を取り巻く社会情勢や人間と自然との関わりは大きく変わり

つつある。道路は、限られた予算の中で効率的に維持管理を行いながら運用して

いくことが求められており、自然環境に対しても適切な維持管理を行うことによ

って環境保全措置等の効果の発揮・継続を図ることが重要となる。また、希少種

保全のみではなく、身近な生物や生き物どうしのつながり（生態系）の価値が見

直されるようになるとともに、中山間地の過疎化等による里山環境の荒廃、シカ

やイノシシやサルなどによる農耕地への被害、貴重な地域の植生の食い荒らし等

も大きな問題となっており、野生動物を人との生活の関わり方から考えていくこ

とも重要になると考えられる。 

このような背景の下で、動物、植物、生態系の環境保全措置等を効果的・効率

的に行うためには、道路事業者による取り組みに加え、地域の関わり方もより重

要となる。自分たちの住む地域の環境を保全・維持したいと考える住民が、道路

事業者の取り組みに継続的に関われる仕組みの構築が求められる。本事例集の中

にも参考となる先行的な取り組みを紹介しており、地域と一体となった環境保全

措置等のさらなる広がりを期待したい。 

 

以上のように、環境保全措置等の手法や仕組みも、時代背景に合わせて変化さ

せていく努力が必要と考えられる。本資料がそのような取り組みの一助となり、

我が国の豊かな自然の保全に資することを期待する。 
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